★名古屋支部例会　　　　　　　2008年4月12日（土）14:00～16:30

会　場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、池村俊彦、清野千代子、長谷部孝男、木村達也、
岡本貞夫、大倉正敏、後藤俊樹　（8名）
話　題：
1． 流星群２点ＴＶ観測の結果報告（岡本）

2004年から2005年の13流星群の２観測点ＴＶ電波観測の結果を発表されました。（日本流星研究会 上田氏との共同研究）
2． 写真紹介（木村）

星野写真の紹介。ホームズ彗星、NGC2169、NGC2301、イリジウム95。

3． 日本天文学会１００周年記念・切手発行についての紹介
日本天文学会創立１００周年記念の年にあたり、１００周年記念行事開催され、記念切手が発行されました。
4． ２４節気と旧暦について（池村、後藤）
天文年鑑の２４節気について、および、太陽太陰暦による暦手帳の紹介。
5． 続春分の日・閏秒について（池村）
暦表時について、閏秒について解説されました。
6． ニュートン斜鏡の面精度と作成難易度について　評価計算法（池村）
要求面精度　難易度指数＝φ２×Ｄ÷Ｆ２　の式を考案され発表されました。φ：斜鏡短径[mm]、D：主鏡口径[mm]、Ｆ：主鏡のＦ値
7． 日本天文同好会と東亜天文学会と菊岡さんと（吉田）
菊岡さんの思い出についての紹介をされました。
詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　後藤俊樹）
